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↑淡路酒探偵団 第１３回＜千夢酔（せんむすい）＞の初しぼり体験会（１月１４日（日））の様子 

 淡路酒探偵団・「千夢酔」の問合せ先：高田酒店〔☎0799-84-0078） 

 復興のシンボル＜千夢酔＞ 

 忘れもしない、１９９５年１月１７日午前５時４６分に発

生した兵庫県南部地震（直後はこの呼び名）に大き

な打撃を受けた千年一酒造で蔵主さんと田渕徳左

衛門杜氏の命がけの奮闘によって仕込まれ誕生した

のがこの「千夢酔」です。 また米づくりも、まれにみる

水不足の中、農家の岩井さんの努力と地域の人々の

協力があっての収穫でした。 淡路島にこだわった米

作り、酒造りは淡路酒探偵団の結成当時からの夢で

した。 地震のため多くの大切なものを失ったけれ

ど、この＜千夢酔＞のように、どんな困難にも負けず

立ち上がり励ましあってお互いの夢を実現していこう

と誓い合った事を今でも鮮明に覚えています。      

  当所は、「これぞ！淡路の地酒」というものを造ろ

うとしていたのですが、震災に遭遇したことで、＜千

夢酔＞は復興のシンボルとして心と心が響きあえるよ

うに育み、伝え続けています。次のアドレスから当時

の様子をご覧ください。 

   http://www.esake-takata.com/1995.html 

 

  今年の「千夢酔」最高！ホント！すごい！ 

なんとなんと、辛口なのにふくよかで、やわらかな味

わい！！ この「千夢酔」あなたも飲めます！人が

好き！酒が好き！これであなたも酒探偵団！ぜひ

とも、淡路の皆様にも味わって頂きたいです！！ 

                     投稿:高田さとみ 
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応援隊だより 淡路の酒飲み ウンチクたれる！ 

  「地酒はその土地でできた米、その土地の水、気候、杜氏さんに

よって、その土地の風土に合った独自のお酒ができる。地方の酒蔵

では、大手酒造会社のように機械化されておらず、そのこだわりのあ

るつくり方は地方の文化財産や。酒づくりの為に、米の品種や栽培

方法など独自の米づくりから始まり、精米、洗米、こうじ、酒母、仕込

み、しぼりに到るまで、その酒蔵に伝わる直伝のこだわりがほんまもん

の酒を造り出すんや。中でも純米大吟醸は米を50％以上精米し、米

以外の添加物は一切使用せずに、杜氏さんが手間と時間をかけて、

他の酒蔵には真似の出来ない、その土地の風土に合った独自の風

味をつくり出す。 お酒は本来、お祝い事や神事に使われ、それが

庶民の間に広がり始めると、健康面でも百薬の長として、また、人と人

とのコミュニケーションを円滑につなぐ為の楽しい飲み物として、深く

生活の中に溶け込んできた。けど、最近では飲みすぎる人や車社会

が進み、お酒を楽しく飲む機会も少なくなり、非常に残念。昔は、地

域での共同作業や会合の後の一杯が楽しかったのに、今では人付

き合いも事務的に進み、人と人とのつながりが希薄になっていかない

かと心配やなぁ」 小嶋さんの熱のこもったお話を伺ううち、気が付くと

2時間が経過していた。                 取材：坂本厚子 

★酒の肴〓『生たこのから揚げ』 生たこは塩をふってしっか

り（かなり長い時間かけて）もみ洗いし、吸盤の汚れや足のぬ

めりを落とし臭みをとる。手もみ後は水で洗う。足を

１㎝弱の厚さにぶつ切りして水気を切り、かたくり粉

をまぶして170℃でじっくり気長に揚げる。 じっくり

揚 げ る こ と で カ リ カ リ に 仕 上 が り ま す。 

 いしだっちお勧めの一品です。 

都美人酒造にお勤めされていた 

洲本市鮎屋の小嶋勝治さん 

  フランス料理と日本酒というと異質な感じがするのですが、安田さんの 

日本酒通はもとより、お店でもメニューに日本酒があり、お料理によって

はお客様におすすめすることがあるそうです。「よく、フランス料理で生牡

蠣（なまがき）や生魚に合うのは辛口の白ワインと言われています。しかし、

白ワインではかえって生臭さが強調されてしまうので、一見ミスマッチのよ

うに思われますが、日本酒の方がお勧めなんですよ！」との事。   

  また、「日本酒には差しつ差されつの独特のスタイルがあり、これはよ 

い人間関係をつくる上で役立ち、人と人との潤滑油になっていると思いま

す。日本酒のおいしさを再発見していただいて、自分に合った、日本酒

をぜひ見つけてください」と。最近はビールや焼酎におされ気味だが、日

本酒離れは日本文化の衰退につながると懸念されています。 

 《安田さんのおすすめの２銘柄》   ★清酒『南長』：純米酒→かるくて

さっぱり口当たりがよい。オードブルから魚料理まで。 ★迎福（げいふく）：

吟醸酒→まったり。口に含んだときよい香りがする。飲んだ後の余韻が楽

しめる。ソースのしっかりした肉から食後酒として楽しんでほしい。 

 お酒は料理をよりおいしく食べたり、人とのコミュニケーションの場には 

必要なもので、おおいに楽しく食べて飲んでいただきたいです。そこで、

プティ・ポアでは、代行運転の費用を５００円割引のサービス等を提供し

ています。                       取材：応援隊OB 黒田有子  

 まさにフランス料理の料理人！ 

日本人離れしたクールでダンディ

な出で立ちの安田さんですが、

日本酒、日本文化については、

ホットにホットに語ってくれました。       

日本酒応援団  『ふらんす食堂プティ・ポア』の店主 安田将典さん 

（南あわじ市八木 八木病院近く 0799-42-3181 定休日 毎週火曜） 

★陶器のビアカップ〓備前焼はその成分と

焼締める技法（釉薬〈ゆうやく〉をかけない）

により、肌の細かいザラザラがビールの泡

をクリームのように細かく泡立たせまろやか

にしてくれます。私の必需品です。 
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□肴 伝助 さも古風でもっともらしい名である。 

穴子の大型を指す岩屋あたりの呼び名である

が、あのとぼけた表情をうまく表している。聞けば、

穴子自身のDNAはうなぎに近く、昔から江戸・上方

を問わずこってりとしたうなぎは庶民の味であり、

あっさりとした穴子は上品な味とされてきた。穴子も

伝助ともなると、さすがに脂がのり、煮ても焼いても

美味である。鍋にしてみると、そ

のまろやかで豊潤な味わいは絶

品である。白身魚の豊かな味が

わかる、淡路自慢の庶民食材で

ある。 
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 高校の卒業生の気の合う仲

間4人で「六津見会（むつみか

い）」という会を結成し、日本各

地の秘湯や全国の居酒屋巡

りをしては、その地、その地の

地酒を楽しんでおられる稲室

義直（いなむろよしなお）さん。 

 当時の上司に薦められて飲

んだ新潟の『越之寒梅（こしの

かんばい）』。 冷酒で飲んだ時

はそれほどとは思わなかったのに、ぬるめの燗

にして飲んだ時にその素晴らしさがわかったそ

うです。しかし、「良い酒」でないと、このぬるめ

の燗の美味しさはわからないらしく、「お酒は

ぬるめの燗がいい～♪」と作詞されたの阿久

悠さん（稲室さんと同年）は、さぞかし良い酒を

飲んでいたのに違いないとも（笑）。 

 ある時、やや甘めの大分の『西の関』と端麗

辛口の越後の『白瀧』の吟醸酒を飲み比べた

ときのこと。 最初は皆、辛口の『白瀧』を「うまい、うま

い」と飲んでいたのだが、30分としないうちにその手

は止まり、やや甘めの『西の関』に大勢の手がのびて

いったそうです。つまり、辛口のお酒は 冷酒で食前

に向き、食中酒は地の肴に合った酒、瀬戸内では、

やや甘めの方が向いていると、稲室談。 

  そんな酒好きの稲室さんがお薦めする淡路の地

酒は、千年一酒造の 『雄町の風（おまちのかぜ）』。千

年一酒造のある東浦地域と姉妹提携をしている岡山

県の雄町でできた幻の酒米「備前雄町」と

稲室さんの地元の名水でもあり、古事記

下巻の伝承による御井の清水（おいのしみ

ず）で醸した純米大吟醸酒です。「水の良

し悪しがお酒の味を左右する。」というの

がよくわかる辛口のお酒で 冷酒で飲む

のがよく、その味は普通のお酒と飲み比

べたら全く違うのだとか。地元の御井の清

水を使ったお酒なので、全国にもっともっ

と広めたいと、稲室さん一押しの淡路の

地酒です。 

              取材：福谷寿美 

今
日
は
、
稲
室
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、
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に
入
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タ
ラ
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グ
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で
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□酒  ふわっとした湯気のむこうに笑顔ありぃのうかぬ顔

ありぃの。おでんにしろ鍋にしろ冬は酒だ。日本 

の冬は絶対に酒だ。一昔前、日本全国津浦々、もち

ろん淡路にもあちこちに酒蔵はあった。その土地土地

で気候風土が違い、水も違う。その全てが

地酒であった。地酒はそこの名物の一つ。

遠方より友来たりなば、必ずおらが国の酒を

勧め、「うまい、うまい」と杯を交わす。 酒の

自慢話そのものが酒の肴（さかな）になったり

して。今でも日本人はビール、ワイン、焼酎

を含め、全てを酒と呼ぶことが多い。それだ

け酒という言葉は人の心に慣れ親しんでき

たのである。 ちなみにこの取材レポー

ター、応援隊 西山満利子の家では、

冷・熱燗を問わず、都美人酒造「静の

里」を愛飲している。 

□肴  はなたれ 「のれそれ」は、狭い地域

ごとに呼び名が異なる。岩屋近辺では「はな

たれ」と呼ぶ。半透明でドロッとしたその姿からたぶ

ん鼻汁をイメージしたのであろうが、食べ物としては

ふさわしくない名に思わず苦笑する。さすが漁師

町、岩屋かな。「のれそれ」は穴子の稚魚である。穴

子は出生魚でないにしろ、流通の中で大きさごとに

呼び名がある。小さい順に、ビリ→ニタリ→穴子→中

伝→伝助 である。そこに出てこないように「はなた

れ」はほとんど市場には流通しない。そのほとんどが

漁師の人たちのおかずとなるからで、一般の人には

貴重な珍味だ。生でポン酢で食すのが一般的だ

が、酢味噌であえたり、鍋にしたりもする。煮えた湯

にさっとくぐらせ、一瞬真っ白に変わったところで口

にする。こののど越しが絶品なのである。 

「しっちょさん（写真）」って？：道の駅あわじの西田利行さん。ニックネームの由来は、昔、かなりやせていたからだとか･･･？？ 

取材:西山満利子 
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◇1 島外で通じなかった淡路弁 ベスト３  

第一位 たつ・まく・かく！！（淡路独特の三大動詞） 
   お茶をまく（撒く）・荷物かく（舁く）は、応援隊川原は18才で島外にでるまで標準語だと思っていた。 

第二位 じゅるい 情景がうかんでくるすばらしい淡路独特の形容詞。 □A ミチャ（道）じゅるい。    

第三位 ばらけ  牛のフンからできる堆肥（タイヒ）津名方面の方には「ばらけ」が通じなかった。      

     ～だぁ  愛すべき淡路弁の標準語尾。 
            いろんな意味合いがあり意図がうまく通じなかった人が多かった。   

ランキング外＊＊＊＊＊ 

名詞編 ①キィキィ（発泡スチロール） ②コナ（美味しい小魚） ③キャリイ（軽トラック）  

      ④なんば（とうもろこし） ⑤のぉみぃしゃ（農民車） ⑥ベンコ（生意気） ⑦おじみそ（怖じ味噌） 

形容詞編 ①せわしい・せからしい（忙しい） ②じゃかましい・じゃかっっしゃい（うるさい）  

       ③だいましい （？？）  ④しょーたれ（だらしない人）  

その他   ①これやぁかぁ（これあげる）  ②いんがこく（無理をいう）  ③～せぇの（したら？） 

       ④～しとれの（していたら）  ⑤だぁぞなぁ（でしょうね）  ⑥雨ふっとらよ（雨ふってる）  

◇2 島外の友達に「それおかしいで」と指摘された言葉 

第一位 ～だぁ・～け 淡路弁の二大基本語尾。これをナチュラルに使って笑われた人が多かったです。 

第二位 ～でぇか    これも言いやすいので、つい使ってしまう淡路語尾。 

        □A 大学入学当時、常に語尾に「～でぇか」を使っていた私には「でぇか」というあだ名がついた。 

          大学を卒業して20年、いまだに「でぇか。元気？」と友人から電話がかかってくる（笑）。 

第三位 ～ょる   淡路弁動詞の現在進行形、便利だからつい出てしまう。 

      ①こんぎょる（こいでいる）★「ぎょるって韓国語？」  ②雨ふんじょる（雨が降っている） 

      ③いっきゃっきょる・あるっきゃっきょる(行き（歩き）まわっている) 

        ★淡路に来て10年まだ発音できません。 

      ④えぇめんぎょる（家壊している） ⑤いっきょる（行っている） ⑥しゃがんみょる（座ろうとしている）    

ランキング外＊＊＊＊＊ 

 ①よぉこげたわー（よく日焼けしちゃったぁ） ②しゃべれれへん（★何でれれが続くの？） 

 ③どらっ？（何？）  ④できらん（★～らんって・・変やで）  ⑤おもっしょい（おもしろい） 
◇3 島外に出てみて好きになった言葉 

第一位 べっちゃない □A 前向きで明るい感じが好きです。＊島外の人にも人気のある言葉。 

第二位 ベンコ     □A 生意気とかわがままより表現がやさしいので好きです。 

第三位 せんどぶりやのぉ □A 同窓会でこのフレーズを聞くと帰ってきたって感じでほっとする。 

     ～ばぁ     □A ～ばっかりっていうより親しみがあって簡単（はやい）。 

 生活創造情報プラザだより Page ４ 
応援隊だより  ふるさとの心 あぁ！淡路弁 

さて、お待たせいたしました。先月号に続き、島外出身淡路在住の人

と淡路出身島外在住or在住経験者（80人）にご協力いただいた淡路弁に

ついてのアンケート結果です。編集過程では、先月同様、一枚一枚のア

ンケートにクスクス笑いを抑えながら・・・、でした。先人の息吹やぬくもり

のこもる島の文化遺産、ふるさとの心・・・、ほれが淡路弁でぇか！ 応援隊 川原雅代のアンケートより 

淡路出身で島外在住（島外在住経験者）の人に緊急アンケート編 ＊ネイティブ淡路人を□A  島外出身淡路在住の人たちを★ 

島外出身者のぼやき部屋   ＊「あの人ぁ、めんどいのおーー」って、あの人って面倒くさがりなんやと思う

でしょ？ それが違うのよ。 ＊早口で、どなりながらしゃべってるイメージで最初は淡路の人がこわかった。  

＊ことばを省略しすぎです。 ＊病気でもないのに「うがわるい（具合が悪い）」を連発しすぎ！あなた元気そ

うに見えるで。  ＊「食べくさしやけど、かまんけ？」 ちょっと汚いイメージがして、遠慮しちゃったぁ（笑）  

＊「らりるれろ」とか「ょ・ゃ」とか多すぎ！発音しにくいし、ヒヤリングも難しい。 
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応援隊だより     ふるさとの心 あぁ！淡路弁 

応援隊トピックス   冒険の森に堅穴式住居出現      

◇1 言われたらムカッとくる淡路弁・キツイと感じる淡路弁 ベスト３  

第一位 おまはん（お前はん） ★最初、怒られているのかと思った。嫌われているように聞こえる。キツイ！ 

第二位 めんどい！（見苦しい） ★「めんどい」って面倒くさいってことじゃないの。 ～ことすな。  

     おいよ～ ★保育所の先生、子どもに「おいよ～」と呼びかけないで。変な言葉です。 
      ～してつか ★押しつけがましいので、いやっ！  

第三位 ～け？ ★怒られてるみたい。語尾に「～け」がつくとキツイ。何でも「～け（？！）で終わらないで。 

     ～だぁ  ★ぶっきらぼう。何ほえてんのよって感じ。 
ランキング外＊＊＊＊＊ 

①もういんで！（私って要らない人間？言われると悲しくなる）    

②まんで～～のぉ（バカにされている感じ )   ③～だぁな（押し付けがましい） 

④ほぅけぇ～すまんのぅー（何でもこれで済まそうとせず、ちゃんと答えて）     

⑤～しまっとんのなぁー（～しているのか）･･･怖   ⑥はがいいー（歯がゆい）   ⑦どあはぁぁー（ドアホ）    

⑧しゃんしゃんせぇよ（さっさとしろ）  ⑨～しょっとられぇー（～していたところ）  ⑩どくれる（すねる）    

⑪すねこい（一筋縄でいかない） ⑫こすい（ずるい）   ⑬はしかい（抜目ない）  ⑭さかしい（器用な） 

⑮へらこい（上手な、ずる賢い）･･･嫌＆謎  

島外出身淡路在住の人に緊急アンケート編  ＊ネイティブ淡路人を □A   島外出身淡路在住の人たちを★ 

ここは「自分の責任で自由に遊ぶ」 

自然いっぱいの冒険遊び場です。 

 

子どもも大人も 女も男も 

障がいのある人もない人も 

島の人も都会の人も 

「自分が自分らしくいられる」冒険

の森です 

  チャレンジファミリー（県の地域応援事業）が、淡 

路市東浦地区の冒険の森で小学生とその親たち参

加で行われました。今年は「古代」をテーマに勾玉（ま

がたま）や土器作りをしました。ダッチオープン（鉄鍋）

料理では、お母さんと一緒に「包丁初体験！」の子ど

もたちが食材を刻んだり、お父さんと火をおこしたりす

るなかで、家では見られない子どもたちの笑顔、お父

さん、お母さんのたくましさを再発見！！ 

 

 

 

 

 

 

                       

       

   

 

                               

      

 

 

 

 

 

 

  

 

※プレイパーク淡路冒険の森ってこんなところ！ 

http://www.hm.h555.net/~boukennomori/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 続いてお父さんたちが中心になって「竪穴式住居」 

にチャレンジしました。汗だくになって地面を掘り、重

たい柱を協力して運び、 「ちょっと～、右に傾いてる 

ぞぉ～、左や、ひだりぃ～」と声を掛け合って、その様

子は、まるで子どものころに「秘密基地をこしらえたと

きのノリ」そのもので、柱の縄の結び方などを学びな

がら、やっとのことで完成（ほぼ・・・）しました。 

 自然の中いると、心も和み、生き生きとした顔に出 

会うことができます。「冒険の森」は大人も子どもも楽

しめる素敵な空間です。私たちの作った竪穴式住居

に来てください。そして、親子でふれあう、ほんとにほ

んとに楽しい時間を過ごしていただければうれしい！ 

          

            お坊ちゃま応援隊：竹原祐乘  



 

 

ポケットあわじvol.５７ 200７年２月号 

Page ６ 淡路文化会館・生活科学センターからのお知らせ 



 

 

ポケットあわじvol.５７ 200７年２月号 

Page ７ 淡路の文化活動･イベント情報 



 

 

ポケットあわじvol.５７ 200７年２月号 

Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 Page ８ 
淡路の文化活動･イベント情報 

「ポケットあわじは」どこで手に入るの？・・・淡路島内各市の庁舎・公民館、ホール、商業施設などで無料配布して 

 おります。また、淡路文化会館のホームページ・下記URLでもご覧になれます。 

 http://www.eonet.ne.jp/~awaji-cc/    http://www.hyogo-intercampus.ne.jp/gallery/pocket/ 

ポケットあわじでは、皆さまからのお便り、まちの

情報をお待ちしています。 お気軽にどうぞ！ 

（発行）淡路生活創造応援隊 
淡路県民局 淡路文化会館・淡路生活科学センター       

  〒656-1521 淡路市多賀600  

             TEL 0799-85-1391 

         FAX0799-85-0400 

 E-mail：bunka-85awaji@maia.eonet..ne.jp 

               編集だより 

 はや２月、我が家など先日までお正月気に分に浸ってい

たのに、すっかり抜けて日常に。冷凍庫のなかで残り物の

「おもち」だけがころころ転がっていて、きな粉やお醤油をつ

けて、子どものおやつに重宝しています。 「おもち」といえ

ばお正月のお雑煮、我が家では淡路風（？）の根菜類たっ

ぷりの白みそ仕立てと、岡山（私の出身地）の蛤のあっさり

すまし仕立ての両方が登場します。結婚した当初はどろど

ろと煮込んだおもちに正直びっくり！ ところ変われば・・・で

すね。 香川県の友達など、あんもち雑煮をとても自慢して

ますよ。                応援隊：水田未央子 


